
新年を迎えて一カ月が過ぎましたが、山鹿市菊鹿町の国

史跡・鞠智城跡では、今、新たな動きがあります。潮谷義

子県知事が、１月４日の年頭記者会見で「県として、鞠智

城跡の国営公園化を目指す」と発表しました。「国営の歴

史公園を立ち上げて、全国的に胸張って言える鞠智城を大

きく売り出していこう」との決意表明でした。

鞠智城跡では、昭和42年度から県によって発掘調査が実

施されています。平成６年度からの整備事業は、鞠智城跡

を立派な歴史公園に変えました。県も、鞠智城跡の国営公

園化は、長年の夢でした。県知事の発表によって、実現に

向けての第一歩を踏み出したのです。

ところで、国営公園とはどんなものかと言いますと、基

本的に「日本国で、都市公園法に定められた要件を満たす

公園」で、「国が設置して管理する公園」を意味します。

そのための条件は、先の都市公園法に規定されており、通

称、イ号とロ号の公園があります。イ号公園は、一つの都

府県を超えるような広域の見地から設置される公園で、国

営明石海峡公園など11箇所があります。ロ号公園は、国家

的な記念事業として、我が国固有の優れた文化的資産の保

存及び活用を図るため、閣議の決定を経て設置される公園

です。国営吉野ヶ里歴史公園など５箇所があります。鞠智

城跡は、ロ号公園を目指します。

国営公園になりますと、国が維持管理し、各施設の建設

費用も負担します。ですから、鞠智城跡では、今後、より

多くの復元建物の建築が可能となります。そして、何より

も大きなことは、「国営公園」の冠を付けることで、鞠智城

の知名度が飛躍的にアップすることです。県内外や外国か

ら、より多くの旅行客を集めることが出来ます。平成23年

には、九州新幹線が全線開通しますので、絶大の波及効果

があるものと期待しています。菊池川流域の関係市町の、

とりわけ、山鹿市の活性化のために、鞠智城跡の国営公園

化は、是非とも必要なことです。そのためには、地元の盛

り上がりが不可欠です。

皆様からの御協力を賜りますようにお願い申し上げます。

『国史跡・鞠
きく

智
ち

城
じょう

跡の国営公園化』始動

熊本県文化財保護審議会委員　

古閑　三博さん灰塚から見た城内

３回シリーズ
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人口　　59,291（－15）
男　　28,010（－20）
女　　31,281（＋５）
世帯数　20,876（－13）
12月末現在（前月末比）
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所得税申告・住民税申告所得税申告・住民税申告

★申告の必要な人
q平成18年中に所得（営業・不動産・配当・給与・年金
などの収入）があった人。また、給与所得・年金受給
者で源泉徴収済みの人でも、給与・年金以外に所得が
あった人。
なお、税務署に確定申告をする人、給与所得者で年末
調整済みの人は住民税申告の必要はありませんが、給
与所得者で年末調整が済んでいない人、年末調整済み
でもほかに扶養控除や社会保険料控除などがある人。

w国民健康保険加入者で所得のない人や、非課税収入
（遺族年金・障害者年金・老齢福祉年金など）のみの人。
e児童手当・扶養手当などの請求、扶養認定などの申請、
および市外や同一世帯以外の人の扶養になっている人
で所得証明を必要とする人。

★申告の時忘れてはならないもの
q市役所から送付された住民税の申告書、または、税務
署から送付された確定申告書をお持ちの人は、その申
告書を必ず記入し、印鑑と一緒に持参ください。

w公的年金・給与所得などのある人は、源泉徴収票。
e医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収書、
明細書、保険などで補てんされる金額の明細書。おむ
つ代は、医師の証明書が必要です。

r国民健康保険税・国民年金・農業者年金などの社会保　
険料控除のある人は、保険料の領収書か払込証明書が　
必要です。

t生命保険料控除や損害保険料控除のある人は、支払保
険料の証明書。

y住宅借入金（取得）等特別控除を受ける人は、登記簿
謄本または抄本、住民票の写し、売買契約書の写しま
たは工事請負契約書の写し、住宅取得資金に係る借入
金の年末残高証明書。

★申告での注意点
q申告には所得者本人が来てください。
w事業所得のある人は、収支決算書（収支内訳書）を作　
成し、ご持参ください。

e日雇賃金、地代家賃、その他すべての所得を正確に調　
べてきてください。

★還付申告ができる人
q平成18年中に中途退職した給与所得者で、その後就職せ
ず源泉徴収税を納め過ぎになっている人

w雑損控除・医療費控除・寄付金控除・住宅借入金（取
得）等特別控除を受ける人
期間u２月１日E～15日E ９：00～16：00

（土日祝祭日を除く）
会場u市役所３階会議室および各総合支所税務係
＊還付申告は、各申告会場でもできますが、混雑します
ので、上記の期間をご利用ください。

★事業所得のある人は
事業所得（農業・営業等）のある人は、必ず収支計算　　
により収支内訳書を作成し、領収書や帳簿、決算書など　
収支内訳書が確認できるものをご持参ください。
なお、事業などに供用する土地・建物の租税公課につ　
いては、「平成18年度固定資産納税通知書（課税明細書）」
をご参照ください。
※収支計算とは
一年間（１月～12月）の収入金額から、支出金額（必　
要経費）を差し引いて計算することです。

★税法改正により昨年と変わったこと
平成19年度から市民税に影響のある主なものは、以下の
とおりです。
q税源移譲（次ページ参照）により、平成19年６月分よ　
り今までの３段階の税率から一律10％（県民税４％・　
市民税６％）に変更になります。ただし、所得税との
人的控除額の差に対応した減額措置がありますので、
税源移譲の前後で「市・県民税＋所得税」の納税者負　
担は基本的に変わりません。（広報やまが11月１日号　
４ページ参照）
※退職所得の税率変更は、平成19年１月１日分から適用
になっています。

w所得割の定率減税（平成18年度は7.5％上限２万円）が
廃止されます。

e年齢65歳以上の人で、合計所得が1 2 5万円以下の人に
対する非課税措置が、平成18年度分から段階的に廃止　
されています。平成19年度は３分の１を軽減します。

今年も市・県民税と所得税の申告時期が近づきました。

もし、申告を忘れてしまうと、各種証明書の交付を受ける

ことができなかったり、国民健康保険税の軽減措置が受け

られなくなることがあります。必ず期限内に申告しましょ

う。わからない点がありましたら、お気軽におたずねくだ

さい。

…山鹿税務署　144‐2181
または、市役所・税務課市民税係　143‐1120

鹿北総合支所・税務係　　132‐3111
菊鹿総合支所・税務係　　148‐3111
鹿本総合支所・税務係　　146‐3111
鹿央総合支所・税務係　　136‐3112

問合せ

会　場対　象　地　区
平小城全校区
三玉全校区
小坂
津留・寺島
川辺全校区
石・杉
名塚、下吉田、日輪台
村熊入、町熊入
米田全校区
古閑、中
藤井（1・2区）、方保田、白石・
十三部、日の出団地
鹿校通1丁目～4丁目

会　場
平小城地区公民館
三玉地区公民館
小坂公民館
三岳地区公民館
川辺地区公民館
石公民館
下吉田公民館
八幡地区公民館
米田地区公民館
古閑公民館

大道地区公民館

三友公民館

月日･曜

2/16 F
2/19 B

2/26 B

2/20 C 2/27 C

2/21 D

2/28 D2/22 E

平成19年度（平成18年分） 市県民税（国民健康保険税）
対　象　地　区

宗方（北・南）、下町、中町、上
市町、南本町、栄町、温泉通、花
見坂、大宮通、上広町、広町、九
日町、日吉町、堀明町、上町、北
町、松坂町
西上町、東通町、天神町、明治町、
栗林、桜町中、桜町西、原町、泉
町、新町、温泉プラザ、大宮町

2/23 F

月日･曜

対　象　地　区
大　道 藤井（1・2区）、日置、

馬見塚、方保田、
白石・十三部

大　道 古閑、中、
鹿校通１丁目～４丁目、
日の出団地

三 岳 校 区
川 辺 校 区
米 田 校 区
平 小 城 校 区
八 幡 校 区
三 玉 校 区

予 備 日

会　場対　象　地　区
山　鹿 宗方（北・南）、下町、中町、

上市町、南本町、栄町、
温泉通、花見坂、大宮通、
上広町、広町、九日町、
日吉町、堀明町、上町、北町、
松坂町

山　鹿 西上町、東通町、天神町、
明治町、栗林、桜町中、
桜町西、原町、泉町、新町、
温泉プラザ、大宮町

会　場月日･曜

平成19年度（平成18年分） 所　得　税
月日･曜

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
館

3/1 E

3/2 F

3/5 B

3/6 C

3/７D

3/８E

3/９F

3/12 B
3/13 C

3/14 D

3/15 E

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
館

所得税については、税務署から日時などの指定を受けていなければ、下表の場所・日程でも申告できます

山鹿

確定申告・市県民税申告の受付期間は
２月16日F～３月15日Eまで

申申告告書書はは 自自分分でで書書いいてて おお早早めめにに

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
館

【申告受付時間】午前は９：30～11：30 午後は13：30～16：00

国から地方への税源移譲（三位一体の改革）とは・・・
～身近でよりよい行政サービスを目指して～

税源移譲により、ほとんどの方は、１
月から所得税（国税）が減り、そのぶん
６月から住民税（地方税）が増えること
になります。
しかし、税源の差し替えなので、所得
税＋市・県民税の負担は基本的には変わ
りません。
ただし、平成19年からの定率減税廃止
に伴う税負担が生じます。

給与所得者

年金受給者

事業所得者

退職所得者

所得税
Ｈ19年１月
（毎月源泉徴収）
Ｈ19年２月
（２か月ごとに源泉徴収）
Ｈ20年2月～3月（確定申告）
※予定納税者の場合はＨ19年7月

Ｈ19年１月

市・県民税
Ｈ19年６月
（毎月特別源泉徴収）
Ｈ19年６月
（6・8・10・1月に納付）
Ｈ19年６月
（6・8・10・1月に納付）
Ｈ19年１月

B申告会場および日程

税源移譲についてのお問い合せは、市役所税務課
（143‐1156）までお願いします。
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市議会12月定例会 所得税申告・住民税申告

◆◇　議　案　◇◆
■議案第122号　山鹿市重度心身障害者医療費助成に関す

る条例の一部を改正する条例　　…可決
■議案第123号　山鹿市矢谷渓谷キャンプ場条例の一部を　

改正する条例　　　　　　　　　…可決
■議案第124号　山鹿市蒲生コミュニティーセンター条例

…可決
■議案第125号　山鹿市鹿北研修センター条例の一部を改

正する条例　　　　　　　　　　…可決
■議案第126号　山鹿市農村集落多目的共同利用施設下分

田センター条例の一部を改正する条例　　
…可決

■議案第127号　山鹿市幸の国有機センター条例の一部を
改正する条例　　　　　　　　　…可決

■議案第128号　山鹿市斎場条例の一部を改正する条例
…可決

■議案第129号　平成18年度山鹿市一般会計補正予算（第　
６号） …可決

■議案第130号　平成18年度山鹿市水道事業会計補正予算
（第１号） …可決

■議案第131号　平成18年度山鹿市病院事業会計補正予算
（第２号） …可決

■議案第132号　熊本県後期高齢者医療広域連合の設置に
ついて　　　　　　　　　　　　…可決

■議案第133号　熊本県市町村総合事務組合規約の一部変
更について　　　　　　　　　　…可決

■議案第134号　市道路線の認定について　　　　…可決
■議案第135号　教育委員会委員の任命について　…同意
■議案第136号　人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについて　　　　　　　　　…同意
■議案第137号　人権擁護委員の推薦につき意見を求める

ことについて　　　　　　　　　…同意

◆◇　報　告　◇◆
■報告第 13 号　専決処分の報告について　　　　…受理
■報告第 14 号　専決処分の報告について　　　　…受理
■報告第 15 号　専決処分の報告について　　　　…受理
■報告第 16 号　幸の国木材工業株式会社の経営状況の報

告について　　　　　　　　　　…受理
■報告第 17 号　株式会社菊鹿フラワーバンクの経営状況

の報告について　　　　　　　　…受理

◆◇　認　定　◇◆
■認定第１号　平成17年度山鹿市一般会計歳入歳出決算

の認定について　　　 …認定

◆◇　陳　情　◇◆
■陳情第７号　山鹿市の特色ある子育て支援の充実・強

化についての陳情書　　　　　　…採択
■陳情第 11 号　「教育基本法改定反対」の意見書を求め

る陳情書　　　　　　　 …不採択（少）
■陳情第 12 号　教育基本法「改正」法案の廃案を求める　

意見書の採択と教育基本法の理念を学校
と社会に生かすことを求める陳情書

…不採択（少）
■陳情第 13 号　療養病床の廃止・削減の中止を求める陳

情書　　　　　　　　　　　…継続審査
■陳情第 14 号　「労働法制の規制緩和策中止を求める意

見書」提出を求める陳情書
…不採択（少）

■陳情第 15 号　「障害者自立支援法の働く場への適用中
止を求める意見書」提出を求める陳情書

…継続審査
■陳情第 16 号　小学校就学前の子どもを対象とした国の

医療費無料制度を早期に創設するよう求
める意見書提出のための陳情書

…継続審査
■陳情第 17 号　じん肺り患者の救済とトンネルじん肺根　

絶を求める意見書の提出を求める陳情書
…不採択（少）

■陳情第 18 号　障害者の利用料軽減のために、山鹿市独
自の支援策を求める陳情書　…継続審査

◆◇　追加議案　◇◆
■議案第138号　土地改良事業計画について　　　…可決

◆◇　その他　◇◆
■議員辞職の件（早田順一議員） …許可

＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」
に置いてあります。自由にご覧いただけます。
＊お問い合わせは議会事務局（1４３‐１６３４）
および本庁総務課法令文書係へ。（1４３‐１１１７）

市市 議議 会会 11 22 月月 定定 例例 会会
平成18年（第６回）市議会12月定例会は、12月１日に開会し、12月19日までの19日間の日程で開かれました。
今議会では、条例や予算など議案16件（条例７件、予算３件、その他６件）、報告５件、認定１件、陳情９件

を審議。さらに議案１件、議員辞職の件１件が追加上程され審議されました。
その結果は次のとおりです。

対象地区
午前：小川内

後小川
午後：下村・市木
午前：須屋・星原
午後：南松尾
午前：荒平
午後：田中・原
午前：本多久・入道
午後：金原・茂田井
午前：麻生・福原
午後：皆瀬･柿原
午前：高井川
午後：東栗瀬

西栗瀬
午前：陣内・宮迫
午後：弁天･尾谷
午前：下中
午後：上中
午前：竹の谷・男岳
午後：柚の木谷

底野
午前：中津川
午後：三楠
午前：田渕
午後：柏の木
終日：裏方
午前：桑原
午後：枝川内
午前：迫
午後：幸ヶ丘
午前：細永
午後：才野・釘の花
午前：山下
午後：川原谷
午前：堂原
午後：中間
午前：東野
午後：予備日
予備日
予備日

会場月日･曜

2/16 F

鹿
　
北
　
総
　
合
　
支
　
所
・
２
　
階
　
大
　
会
　
議
　
室

2/19 B

2/20 C

2/21 D

2/22 E

2/23 F

2/26 B

2/27 C

2/28 D

3/１E

3/２F

3/５B

3/６C

3/７D

3/８E

3/９F

3/12 B

3/13 C

3/14 D

3/15 E

鹿北

対象地区
所得税関係

川西・島田

山の井・日渡
下永野1・下永野2

上組・下組

五郎丸・太田・日渡
団地・みどり団地

川原・長谷川・長谷

１区・２区

３区・４区

５区・６区

７区

８区・９区

上本分･下本分

黒蛭・米原

立徳・木山・横枕
道場・大林

池田・永山・酒造野

宮原・阿佐古

予備日

会場月日･曜

菊
鹿
公
民
館
・
大
会
議
室

城
北
体
育
館

菊
鹿
公
民
館

大
会
議
室

2/16 F

2/19 B

2/20 C

2/21 D

2/22 E

2/23 F

2/26 B

2/27 C

2/28 D

3/１E

3/２F

3/５B

3/６C

3/７D

3/８E

3/９F

3/12 B

3/13 C

3/14 D

3/15 E

内
田
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

菊鹿

対象地区
来民１区

来民２区

来民３区

来民４区

来民５区

来民６区

来民７区

高橋・下高橋

津袋・小嶋

庄

石渕

梶屋･下梶屋

中富･川南

川北

分田・中分田

下分田・小柳

予備日

会場月日･曜

ひ
だ
ま
り
２
階
・
会
議
室
B

2/16 F

2/19 B

2/20 C

2/21 D

2/22 E

2/23 F

2/26 B

2/27 C

2/28 D

3/１E

3/２F

3/５B

3/６C

3/７D

3/８E

3/９F

3/12 B

3/13 C

3/14 D

3/15 E

鹿本

対象地区

千田・持松

広

合里・岩原

山内

奥永・上久野・久

野・宮･下千田・上

千田

霜野･仁王堂･北谷
梅木谷･大浦･中浦

鹿央全域

会場月日･曜
2/16 F
2/19 B
2/20 C
2/21 D
2/22 E
2/23 F
2/26 B
2/27 C
2/28 D

3/１E

3/２F

3/５B

3/６C

3/７D

3/８E

3/９F

3/12 B
3/13 C
3/14 D
3/15 E

山
内
地
区
多
目
的

研
修
集
会
施
設

鹿
央
隣
保
館

（
上
久
野
文
化
セ
ン
タ
ー
）

鹿央
平成19年度（平成18年分） 市県民税（国民健康保険税）

鹿
央
総
合
支
所
・
第
二
会
議
室

鹿
央
総
合
支
所
・
第
二
会
議
室

市県民税

所得税

贈与税

消費税および

地方消費税

申　告　の　場　所

3・4ページのとおり

確定申告センター

および3・4ページ

確定申告センター

確定申告センター

＊確定申告センター：ＪＡ鹿本会館内

申告会場u確定申告センター（ＪＡかもと会館内）
申告期間u２月16日F～３月15日Eまで

（土曜・日曜を除く）
相談時間u午前９時～午後４時まで
※会場には、電子申告（e-Tax）コーナー、国税庁ホー
ムページ「確定申告等作成コーナー」を設けていま
すので、ご利用ください。（電子申告を利用する場合
は、事前に開始届出書の提出、電子証明書の取扱い
が必要です。）
※期間中は山鹿税務署での申告相談は行われておりま　
せん。また、土曜・日曜は税務署へ郵送するか、税　
務署の時間外収受箱に投かんしてください。

確定申告・贈与税・消費税及び地方
消費税の申告はこちらに

【申告受付時間】午前は９：30～11：30 午後は13：30～16：00
※申告会場が一部変更になっていますので、ご確認をお願いします。
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国保人間ドックのお知らせ後期高齢者医療制度

公費（約５割）
【国：都道府県：市町村＝４：１：１】

高齢者の保険料
１割

後期高齢者支援金（若年者の保険料）
約４割

被保険者
（75歳以上の者）

各医療保険（健保・国保等）の被保険者
（０～74歳）

患 者

負 担

医療保険者
健保組合、国保など

〈交付〉
〈一括納付〉

【全市町村が加入する広域連合】

▲▲
▲

▲▲▲ ▲▲▲
口座振替
銀行振込等

▲

社会保険診療
報酬支払基金

後期高齢者の
心身の特性に
応じた医療
サービス

▲

保険料

後期高齢者医療制度の運営の仕組み後期高齢者医療制度の運営の仕組み（（平成平成2020年度年度））

〈対象者数〉75歳以上の後期高齢者　約1,300万人
〈後期高齢者医療費〉11.4兆円

年金から
天引き

平成20年４月１日から、75歳（一定の障害がある人は65歳）以上の人は、新しい医
療保険制度「後期高齢者医療制度」で医療を受けることになります。老人保健制度
（70歳以上対象）や退職者医療制度に代わる後期高齢者の医療保険制度です。
新しい制度は、県内のすべての市町村が加入する「広域連合」が賦課や医療給付を

行い、市町村は保険料の徴収と申請や届出の受付、被保険者証（保険証）の引渡しな
どの窓口業務を行います。

【制度の内容について】
q病院等の自己負担は？
老人保健で医療を受ける時と同じです。
・一般の人は１割負担
・現役並みの所得がある人は３割負担

w受けられる給付はどうなる？
老人保健で受けているものと同様の給付が受けられ
ます。

e保険料の負担はどうなる？
保険料は熊本県内で統一されます。
・原則として年額18万円以上の年金を受けている人
は、『年金』からの差し引き
・それ以外の人は市町村へ納付
※今まで保険料を負担していなかった社会保険等の　
被扶養者の人も、保険料を負担することになります。

r現在加入している保険制度はどうなる？
75歳（一定の障害のある人は65歳）以上の人は、す　
べての人が現在加入している保険制度から、新しい後
期高齢者医療制度の被保険者へ移ることになります。

【保険料について】
後期高齢者の医療にかかる費用のうち、医療　
機関で支払う窓口負担を除いた分の約１割を、
被保険者のみなさんから保険料として納めてい　
ただきます。
〈保険料の内訳〉

保険料＝均等割＋所得割
(＊1)   (＊2)

（＊1）均等割　均等割被保険者全員が頭割りで負　
担する

（＊2）所得割　被保険者の所得に応じて負担す賦
課限度額が設けられます。

保険料の割合は、均等割額５割、所得割額５
割となります。
所得の低い人は、世帯の所得水準に応じて保
険料が軽減されます。

将来にわたり安心して医療を受けるために
医療制度が変わります

…国保年金課
1４３‐１５２７

問合せ

～～山山鹿鹿市市国国保保人人間間ドドッッククのの募募集集ににつついいてて～～

B平成19年度人間ドックの受付について

病巣の早期発見を目的に、今年も国民健康保険にご加入の方を対象に、『人間ド
ック』の受診者を次のとおり募集します。
ただし、定員になりしだい受付を終了いたしますので、ご了承ください。
なお、受診後、市の保健師および栄養士による検査結果に基づく訪問指導を予定
しています。

★対象
q年齢35歳から74歳までの国民健康保険の被保険者
（昭和８年４月１日生～昭和48年３月31日生まで）
ただし、老人保健法第25条第１項第２号（障害認定）の認
定を受けている者は、除く。
w国民健康保険税の完納世帯
※ドック受検日に国保の資格を有する方に限ります。
★検査機関
山鹿市立病院　他（検査機関名簿は、受付時に配布します。）

★検査費用
１泊２日コース：19,000円程度
１日コース　　：12,000円程度

（それぞれ自己負担分の目安です）
※検査機関によって費用が異なります。
★受付場所
本庁および各総合支所（国民健康保険係）

★募集期間
平成19年３月１日E～12日B ８：30～17：00

※募集期間以後は受付いたしませんのでご注意ください。
★募集人員
１,３００人程度

★検査期間
平成19年５月～平成20年２月

◎申込時には、必ず国民健康被保険者証と印鑑が必要です。

山鹿市国保人間ドックお問い合せ先

本庁　国保年金課
国保年金係　143‐1527

各総合支所　市民福祉課　国保年金係
鹿北　132‐3111
菊鹿　148‐3111
鹿本　146‐3112
鹿央　136‐3113

▲

桃
色
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証

青
色
の
国
民
健
康
保
険

退
職
被
保
険
者
証

▲
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熊本県消防協会長表彰　
功績章（団歴20年以上）

熊本県消防協会長表彰　
勤績章（団歴15年以上）

E山　鹿　隊
今井英治（久原）
冨田啄磨（藤井）
福山清一（山鹿）
森　隆昭（寺島）
E鹿　北　隊
大渕誠也（多久）
松本由幸（椎持）
溝上幸夫（岩野）
古川政人（四丁）
中島主博（芋生）
E菊　鹿　隊
原口　徹（山内）
徳永秀樹（木野）
坂本和英（池永）
原田浩昭（下内田）
徳丸清二（長）
E鹿　本　隊
平野宝生（来民）
園田正尚（中富）
E鹿　央　隊
廣瀬洋一（持松東）
高森智重（下千田）
守山栄次（元広）

中島　淳（山鹿）
緒方真一（方保田）
永野憲之輔（山鹿）
大坪啓二（小坂）

丸木伸二（多久）
川上　茂（岩野）
平井良一（岩野）
早川和彦（芋生）

野中洋靖（木野）
村上利光（木野）
冨田公弘（池永）
有働和博（太田）
早田孝広（矢谷）

松本賢治（御宇田）
佐菅啓輔（小柳）

上田秀蔵（上千田）
中山賢輔（郷原）

松本秀喜（方保田）
藤本正昭（西牧）
永野光昭（平山）
下田孝博（寺島）

松本政典（椎持）
古田裕士（岩野）
野中浩治（岩野）
中島良文（芋生）

宮本久仁保（木野）
高田隆二（松尾）
田中勝徳（宮原）
冨田一誠（太田）
本田道則（山内）

浦上鐵恭（来民）
小原秀昭（小柳）

原　昭正（久野）
黒田和秀（上岩原）

E山　鹿　隊
西島靖雄（古閑）
坂崎三郎（下吉田）
前田哲男（方保田）
倉原寛之（古閑）
伊津野誠也（長坂）
渕上利秋（久原）
闍田和幹（鍋田）
黒田義彦（麻生野）
川口　剛（方保田）
E鹿　北　隊
一法師良幸（多久）
田中知治（岩野）
堀江　久（四丁）
酒井義文（芋生）
E菊　鹿　隊
元田雅信（松尾）
木庭正一（五郎丸）
松本亮史（上内田）
渕上隆司（山内）
E鹿　本　隊
守川国博（川北）
一法師進（来民）
福島光浩（川南）
飽本勝徳（分田）
島田昭彦（小柳）
E鹿　央　隊
村上久生（水原）
丸山幸夫（持松東）
松永清隆（岩倉）
有働源徳（中浦）

吉田幹男（山鹿）
中尾浩一（下吉田）
宮本　崇（方保田）
内古閑泰徳(方保田)
松林敏治（山鹿）
池田国昭（上吉田）
坂本和男（鍋田）
塚本昭治（城）
野中誠二（津留）

岩野昭仁（椎持）
野中真二（岩野）
仁田原靖治（四丁）

佐藤栄二（池永）
牛崎三明（矢谷）
高見純志（上内田）
栗原　貢（山内）

有尾進一（来民）
都田慎一（来民）
西田俊広（川南）
西島友幸（下分田）
野中純一（庄）

小田真義（奥永）
古井栄誠（郷原）
松永康一（梅木谷）
原　和也（中浦）

堀　拳也（山鹿）
式守成美（方保田）
光永和也（古閑）

財津永照（小原）
池田広義（上吉田）
池尻幸憲（西牧）
松永勇治（城）
林　宏光（寺島）

田中正広（岩野）
中島恒一（岩野）
稲葉英徳（芋生）

栗原一寿（下永野）
家入光広（矢谷）
飯川晃章（相良）

上田克美（御宇田）
浦部真治（下梶屋）
宇野秀臣（分田）
財津直也（下分田）

富安一美（久野）
米加田健友（上岩原）
有働国彦（中浦）

１月14日、市内の消防団（20分団・団員約2,380人）
の1,822人が参加し、消防団出初め式がありました。
式では、中嶋市長が「新たな歩みから着実な歩みへ
と前進を続け、全団員が一丸となって活動に励んでい
ただきたい」と告辞したあと、池田彰一団長が「長い
歴史を刻み、しっかりとした土台と基礎を築き、消防
団一丸となって山鹿市をしっかり守り、団員としての
誇りと自覚をもって頑張ってもらいたい」と訓辞。
また、県消防協会長表彰・市長表彰も行われました。
市長表彰の蒲生区は、平成18年７月の梅雨前線豪雨
の際、崖崩れ危険箇所を早期に発見し、住民に避難を
呼びかけ、崩壊前に避難を完了させ人命を守った功績
が認められ表彰されたものです。
表彰は以下のとおりです。（敬称略）

消防出初め式消防出初め式

消防出初め式

市長表彰
（一般協力者感謝状）

・蒲生区

文明５年(1473）３月、山鹿の宝である温泉が突然枯れて
しまいました。その時、金剛乗寺の住職であった宥明法印

ゆうめいほういん

が薬師堂を建てて不眠不休で祈願したところ、同年12月20
日の夜中に、再び以前にも勝るお湯がこんこんとわき出た
といわれています。以来、毎年この日を温泉復活感謝祭と
して法印の高徳をしのび、法要がおこなわれています。
参拝に訪れた星子文子さん（九日町）は、「毎年来ていま

す。91歳でもこんなに健康なのは温泉のおかげです。家に
お風呂があるので、温泉にはたまにしか入りませんが、し
ゃきっとなります。」と元気に話してくれました。
薬師堂前では甘酒の振る舞いのほか、さくら湯の無料開

放でにぎわいました。

色とりどりの振り袖や、スーツ姿の新成人589人が参加し、
盛大に成人式が開催されました。
中嶋憲正市長は「今、困難激動の時代を迎えています。こ

んな時代だからこそ、若い可能性に満ちた若者の活躍の時で
す。山鹿市を愛し、これから出会う多くの人を大切にして、
今後の人生を光り輝いてください」と式辞。新成人代表の井
上雄太さん（鹿校通）と草野佳江さん（鹿北町柏ノ木）が
「あらゆる苦難にくじけることなく、来るべき未来に向かって、
強い信念をもって未来を切り開いていきます」と誓いの言葉
を述べました。

健康なのは温泉のおかげです
…温泉復活感謝祭　12月20日　薬師堂

▲見学に来た山鹿小の児童たちも温泉の恵に感謝しました

おめでとう新成人　新たな決意を誓う！
…山鹿市成人式　１月７日　山鹿市総合体育館

▲新成人代表の井上さんと草野さん

八千代座では恒例の鏡開きがありました。鏡開きとは正
月の間に神々にお供えした鏡餅

もち

を小さく割り、ぜんざいな
どにして食べ１年間の無病息災を祈るものです。今年は霊
泉幼稚園の井嶋夕稀ちゃんと石川政卓ちゃんが、中嶋憲正
市長に手を添えられて、舞台中央に飾られた直径40cmの鏡
もちに包丁を入れました。
八千代座前の広場では、東通町親和会のメンバーらがぜ

んざい約400食を準備。招待された市内５つの幼稚園や保育
園の子ども160人と観光客らに振る舞われました。園児たち
は八千代座の木戸口前に座って、出来たてのぜんざいをほ
おばっていました。
八千代座は今年も多くの観客を迎え、たくさんの感動を

与えてくれることでしょう。

お餅を食べて　今年も元気にがんばるぞ！
…八千代座鏡開き　１月11日　八千代座

▲鏡餅に包丁を入れるのに子どもたちは興味津々

ぜんざいおいしい！お餅のびるね～！

▲

　武輝光（長坂）
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おめでとうございます！　叙勲・褒章受章者紹介おめでとうございます！　叙勲・褒章受章者紹介

故宮本　實男 さん
来民（鹿本）

教職時代は、揺るぎない教
育理念を持ち教育一途に職責
を果たし、退職後は民事調停
委員や司法委員に嘱託される
などの貢献が認められ受賞

旭
日
単
光
章
（
自
治
功
労
）

萩尾　寿一郎 さん
高橋（鹿本）

富田　朝秋 さん
津袋（鹿本）

鹿本町議会議員として４期
務め、議会運営委員長など歴
任。また、商工会の監事とし
ても商店街の活性化に取り組
んだことが認められ受賞

多年にわたり鹿本町議会議
員を務め、歴任中は強い政治
信念をもって産業、教育、文
化、福祉の向上に多大な貢献
をしたことが認められ受賞

旭
日
単
光
章
（
自
治
功
労
）

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）

あなたはこの日、何を考えましたか。
阪神淡路大震災から、私たちはさまざまなことを学びまし

た。しかし、いざ災害などに遭遇しないとつい忘れてしまい
がちです。
そこで、毎年１月17日、日赤防災ボランティア山鹿あいの

会主催で、もう一度防災についてじっくり考える「防災のつ
どい」が開かれています。
今年も、救援物資、被災地の写真パネル展、ＡＥＤ（自動

体外式除細動器）を使っての心肺蘇生法の講習、ハイゼック
ス（災害救助用包装食）の実演などがありました。参加者は
口々に「とっさの時に慌てんごつするためには、日頃から練
習ばしてみらんといかんね」と感想を述べていました。
同時に会場では、ハイゼックス米とカレーと貝汁の炊き出

しも行われました。

日頃の備えが　いざという時のために！
…防災のつどい　１月17日　鹿本体育館駐車場

▲ハイゼックス袋による炊米体験　はあ～これでご飯のできるとな？

身近な話題、情報をお寄せください！

秘書課広聴広報係　1４３‐１１１２

昨年３月に行われた昨季の日本リーグ、
４月の東アジアクラブ選手権、７月の全日
本実業団選手権と今回の優勝で、主要四大
会を制覇した。

山鹿温泉観光産業のリーダーと
して、７期14年にわたり山鹿温泉
観光協会の会長や、熊本県観光連
盟理事などの役職に尽力し、山鹿
温泉および熊本県の観光振興に多
大な貢献が認められ受賞しました。

おめでとうございます

山鹿温泉観光協会　
会長　荒木祥之さん

（社）日本観光協会表彰

５月31日：福岡県柳川市　

オムロンハンドボール部
2006年の主要四大会制覇
全日本総合ハンドボール選手権大会優勝

（２年連続10度目）
12月24日：愛知県体育館

山鹿太鼓保存会　田中寛次郎さん
第３回日本太鼓シニアコンクール
準名人　
三菱ふそうトラックバス(株)会長賞　　

12月24日：石川県白山市

北は福島県、南は熊本県までの60歳
以上の全国腕自慢28個人・団体が参加
し太鼓の技を披露しました。
並み居る強敵ばかりの中、山鹿太鼓

保存会の田中さん（右）が、みごと準
名人を受賞しました。

「かせいどり」は「稼いで取る」という意味とも言われて
います。年の神の代わりとなった、小学１年生から数え歳の
13歳までの子どもら15人が、顔に墨を塗り、３班に分かれて
約60戸の家々を訪問し、家内安全と五穀豊穣を祈りながら
『かせいどり』を配りました。
各家庭からは、お礼として、餅やお菓子を袋いっぱいもら

いました。
訪問を受けた矢野カズ子さんは「みんなありがとう！これ

で今年も良い１年になるよ」と、さっそく受け取ったかせい
どりを神棚に供えていました。

これで今年も良い１年になります
…かせいどり打ち　１月14日　菊鹿町阿佐古

▲顔を黒く塗った子どもたちから、かせいどりを受け取る矢野さん

山鹿市の姉妹都市であるオーストラリア・クーマ市への
派遣事業に、市内の４中学から男子9人、女子４人の計13
人が参加。ホームステイをしながらクーマ市民との交流を
深めました。
この事業は、旧鹿本町が昭和50年に姉妹町締結をしたこ

とから始まり、平成12年から交互の訪問交流を進めてきま
した。合併後、山鹿市として初めての派遣となりました。
参加した生徒は、「オーストラリアと日本の考え方や文

化、習慣の違いなどを実感することができて素晴らしい体
験でした。また、みんなとても親切にしてくれ、多くの友
達を作ることができました」と感想を述べました。

多くの友達を作ることができました
…姉妹都市「オーストラリア・クーマ市」派遣事業

11月11～18日

▲クーマ市議場での市民交流会

鹿央地区では平成３年から人材育成を目的に、小学６年
生をシンガポールに派遣して交流を続けています。昨年の
夏休みには46人がシンガポールに滞在。これに対しシンガ
ポール・ノースランド小の児童たち24人（教諭４人、児童
20人）が、４泊５日の日程で鹿央地区にホームステイをし
ながら、地区内の小学生と一緒に勉強やゲームを楽しんだ
り、山鹿や阿蘇の観光を楽しみながら日本の文化に触れま
した。
引率のガナサン教諭は、山鹿の印象を「美しくて、歴史

ある町ですね。また、みなさんがフレンドリーに接してく
れます。今後もこの交流を通じて、子どもたちが、それぞ
れの文化を学び大きく成長してほしいと思います」と話し
ました。

それぞれの文化を学んで大きく成長
…あすかの翼　12月8日～13日　鹿央地区

▲歓迎会ではシンガポールの民族衣装で踊りを見せてくれました
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鹿本図書館

解
約
し
た
い
〜
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

マ
ル
チ
商
法
で
契
約
・
・
・
書
面
で
通
知
を
！

【
質
問
】

数
日
前
、
友
人
に
誘
わ
れ
、
マ
ル
チ
商
法
の
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
し
ま
し
た
。
ほ
か
の
人
を
紹
介
す
る
と
手
数

料
が
入
る
か
ら
と
勧
め
ら
れ
、
健
康
食
品
を
24
万
円
で

ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
し
、
会
員
登
録
し
ま
し
た
。
人
を
紹

介
す
る
よ
う
し
つ
こ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
で
き
な
い
の

で
困
っ
て
い
ま
す
。

【
答
え
】

マ
ル
チ
商
法
（
連
鎖
販
売
取
引
）
と
は
、
商
品
サ
ー

ビ
ス
を
契
約
し
て
組
織
に
加
入
し
た
上
で
、
次
は
自
分

が
友
人
な
ど
を
誘
い
、
新
た
な
加
入
者
を
見
つ
け
る
こ

と
に
よ
り
マ
ー
ジ
ン
（
報
酬
）
が
支
払
わ
れ
る
仕
組
み

の
販
売
方
法
を
言
い
ま
す
。

マ
ル
チ
商
法
で
契
約
し
た
場
合
、
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
た
日
、
ま
た
は
再
販
売
の
た
め
購
入
し
た
商
品
の

最
初
の
引
き
渡
し
を
受
け
た
日
の
ど
ち
ら
か
遅
い
日
か

ら
数
え
て
20
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
で

き
ま
す
。
事
業
者
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
に
そ
れ
ぞ
れ
書

面
で
通
知
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
組
織
の
加
入
契
約
は
い
つ
で
も
解
約
し
、
組

織
か
ら
退
会
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
会
後
１
年
未

満
で
あ
れ
ば
、
返
品
や
返
金
を
受
け
る
こ
と
も
可
能
で

す
。マ

ル
チ
商
法
で
勧
誘
を
受
け
た
時
は
、
う
ま
い
話
の

部
分
だ
け
を
信
じ
て
、
安
易
に
契
約
す
る
の
で
は
な
く
、

参
加
す
る
こ
と
の
リ
ス
ク
と
、
自
分
も
友
人
を
紹
介
し

た
時
点
で
事
業
者
と
な
り
、
責
任
を
負
う
こ
と
を
理
解

し
、
慎
重
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
誰
も
が
簡
単

に
高
収
入
を
得
ら
れ
る
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。

…
商
工
振
興
課
　
1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

小さなところから小さなところから
大きな効果大きな効果

新着図書ピックアップ

広域消防本部
…
山
鹿
消
防
署
　
1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

緊緊
急急
自自
動動
車車
のの

安安
全全
確確
保保
に
協
力
を
！

《今月は鹿本図書館から》

昨年も、鹿本図書館を多くの市民のみなさんに利
用していただきました。
これは、市内全域に利用者が広がってきているこ
とを示していますし、読書に対する関心が深まって
いるとも言えます。

それを数で見てみると例えば、
総貸出数平成18年１月～12月　148,295冊市民１人に
つき約2.5冊借りたことになります。金額で言えば、
１冊2,000円として約３億円の財政効果があったこと
になります。
平成19年は、もっともっと鹿本図書館を知ってい
ただくために、さらなる充実をスタッフ共々目指し
ていきます。
市民のみなさま、近くの方や知人の方とお誘い合
わせて図書館に足をお運びください。
「猪突猛進」がんばります。

平成18年12月
49,440冊
151.9人
6,517人
11,420冊

平成17年12月
41,903冊
121.2人
4,583人
9,735冊

蔵書数
１日平均利用者数
登録者数
貸出数

【布の絵本リスト】
～ほっかほっか新刊もあるよ～
（貸出可能な絵本）
１.おかあさん
２.My  Book
３.こんこんくしゃんのうた
４.おやつ
５.のりもの
６.こんちゅうえあわせ
７.むし
８.ぴっぴちゃんのおさんぽ
９.あそぼ
10.どうぶつ
11.このいろなあに

12.くだもの
13.いないいないばあ
14.だれのおうち
15.ちえあそび
16.ななつのこ
17.ビーだまいくつ？
18.おはようおやすみ
19.まる
20.Greeting
21.ひよこひよこ
22.かくれんぼだあれ

（貸出準備中の絵本）
・おおきくなあれ
・うさぎちゃん
・ちいさいおおきい

（製作中の絵本）
・ドレミのうた
・おはなしおはなし
・さかな

布の絵本もますます充実させていきます。
ひとつひとつ心を込めた手作りで、世界にひと
つの絵本のため、製作が遅れる場合がありますが、
楽しみにお待ちください。
なお、製作をお手伝いして頂ける方を随時募集
しています。

催しスケジュール
鹿本図書館
・おはなし会
日時u２月３日G・10日G・17日G

24日G 午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u２月６日C・13日C・20日C

27日C 午前11時から
※特別展示「食べ物が育てるからだと

こころ」（２/１～２/15）
山鹿中央公民館図書室
・冬のおはなし会
日時u２月３日G 午後２時から

母の死、ばらばらになりそうな家族－。そして、ちっちゃ
な母ちゃんとしてがんばる優子の前に突然あらわれたにい
ちゃんのカノジョと、新しい生命が芽生えたという知らせ。
純にいちゃんたちの夢に共感した優子は…。

血涙　上・下 北方　謙三／著　ＰＨＰ研究所

宋建国の英雄・楊業の死から２年。楊家軍再興－。誇りを
かけて立つ兄弟の前に、心に哀しみを宿した男が立ちはだ
かる。失われた過去が蘇ったとき、男たちの闘いは始まっ
た！北方楊家将、ついに完結。

純にいちゃんの赤ちゃん うみの　しほ／作　国土社

イタリア系移民の子マイクと友達、家族、先生、そして近
所の人。大恐慌に見舞われた1930年代のニューヨークで繰
り広げられる日常ドラマの中に見えてくる、今の日本に欠
けているものを描く。

マカロニ・ボーイ　
キャサリン・エアーズ／著　バベルプレス

今月の休館日

鹿本図書館
u２月５日B・11日_・12日B

19日B・26日B・28日D
山鹿中央公民館図書室
u２月14日D～20日C
鹿北公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日
菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

植物が子孫を残すためのたくみなしかけを、美しいイラス
トで紹介する科学絵本。アザミ、トネリコ、シラカバなど、
ドイツやスイスなど中部ヨーロッパに生えている植物につ
いて知ることができます。

野をわたる風にのる　植物のたび
アンネ・メッラー／文・絵　岩波書店

消
防
車
・
救
急
車
は
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
た

め
一
刻
も
早
く
災
害
現
場
へ
到
着
し
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
迅
速
な
消
防
活
動
で
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止

め
、
救
急
活
動
で
は
適
切
な
処
置
を
行
い
傷
病
者
を
速

や
か
に
病
院
へ
搬
送
し
ま
す
。

消
防
車
・
救
急
車
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
緊
急
走
行

し
て
き
た
ら
、
付
近
の
車
両
は
次
の
こ
と
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

q
道
路
の
左
側
に
よ

っ
て
一
時
停
止
す

る
。

（
交
差
点
付
近
で
は

交
差
点
を
避
け
て
）

w
緊
急
車
両
が
車
線

に
入
ろ
う
と
し
て

い
る
時
は
、
こ
れ

を
妨
げ
な
い
よ
う

に
す
る
。

e
防
火
水
槽
や
消
火

栓
の
近
く
に
駐
車

し
な
い
。

駐駐
車車
禁禁
止止

救急車が通ります。

道をあけてください。
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子育ては、大変だけど大事なこと。
あなたの子育て応援してます！

新
緑
が
ま
ぶ
し
い
５
月
、
地
元
の
茶
園
の
招
待

で
茶
摘
み
を
体
験
後
、
今
年
初
め
て
お
茶
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
招
い
て
手
も
み
茶
を
作
り
ま
し

た
。
部
屋
に
は
新
茶
の
香
り
が
一
杯
で
す
。
夏
秋

に
か
け
て
茶
山
保
存
会
の
方
々
か
ら
踊
り
の
指
導

を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
練
習
を
重
ね
、
全
国
茶
山

唄
大
会
や
か
ほ
く
祭
り
の
発
表
へ
と
つ
な
が
り
ま

す
。
岳
間
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
お
茶
は
切
り

離
せ
な
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
今
年
も
菜
園
活
動
に
力
を
入
れ
、
土
づ

く
り
、
種
ま
き
、
収
穫
ま
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
送

迎
の
お
ば
ち
ゃ
ん
に
し
て
も
ら
い
ま
す
。
今
、『
な

か
よ
し
畑
』
で
は
キ
ャ
ベ
ツ
・
ブ
ロ
コ
ッ
リ
ー
・

大
根
・
白
菜
・
ネ
ギ
・
シ
イ
タ
ケ
が
す
く
す
く
と

育
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も

の
ク
ッ
キ
ン

グ
や
給
食
の

先
生
に
よ
り

お
い
し
く
変

身
し
偏
食
を

な
く
す
大
き

な
味
方
と
な

っ
て
い
ま
す
。

道
の
駅
で
の

買
い
物
体
験

も
楽
し
み
の

ひ
と
つ
で
す
。

小
さ
な
園
で
す
が
地
域
の
方
々
に
温
か
く
見
守

ら
れ
、『
た
け
ま
っ
こ
』
は
、
今
日
も
大
き
く
大
き

く
育
っ
て
い
ま
す
。

「
マ
マ
ー
今
日
Ｈ
先
生
が
朝
ご
飯
を
食
べ
て
な
か

っ
た
け
ん
運
動
会
の
練
習
の
時
に
倒
れ
な
は
っ
た
！
」

と
い
う
子
ど
も
の
話
に
心
配
さ
れ
た
お
家
の
方
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
私
た

ち
も
驚
き
ま
し
た
が
、
実
は
毎
月
の
食
育
の
話
の
中

で
の
出
来
事
な
ん
で
す
よ
と
詳
し
く
お
話
し
す
る
と

安
心
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
６

月
か
ら
小
さ

い
子
ど
も
た

ち
に
は
無
理

か
な
と
思
い

つ
つ
手
探
り

で
始
め
た
食

育
で
す
が
、

こ
ん
な
に
も

反
応
が
あ
る

と
は
思
い
も

よ
ら
ず
…
…

幼
い
な
が
ら

も
話
を
理
解

し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
保
育

園
か
ら
子
ど
も
、
そ
し
て
家
庭
へ
と
食
育
の
輪
が
つ

な
が
っ
て
い
き
そ
う
で
す
。

前
年
度
に
引
き
続
き
今
年
度
も
保
育
参
観
で
食
育

の
講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
、

楽
し
さ
を
伝
え
て
い
く

良
い
機
会
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
大
人
も
子

ど
も
も
食
を
通
し
て
心

豊
か
に
な
り
た
い
も
の

で
す
ね
。

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き
か
ら

つ
な
が
る
食
育
の
輪

ゆ
り
か
ご
乳
児
保
育
園
1
44
‐
２
９
６
１

▲茶山唄全国大会で堂々の初舞台を踏みました

▲このお野菜な～に？

大
き
く
育
て
　
た
け
ま
っ
こ

（
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
）

岳
間
保
育
園
1
32
‐
２
４
５
９

前
日
の
夜
か
ら
、
親
子
観
劇
会
『
三
匹
の
こ
ぶ
た
』

の
人
形
劇
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
娘
だ
っ
た

の
で
す
が
、
開
演
直
前
に
な
っ
て
大
泣
き
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
人
に
驚
い
た
ら
し
く
、
せ

っ
か
く
の
人
形
劇
を
お
友
達
と
楽
し
く
観
る
こ
と
が

で
き
な
く
て
、
少
し
残
念
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
突
然
、
私
の
ひ
ざ
の
上
か
ら
立
ち
上
が
り
、

「
前
の
た
ん
ぽ
ぽ
組
の
み
ん
な
の
所
へ
行
く
」
と
い
う

娘
。
入
園
時
か
ら
な
か

な
か
私
か
ら
離
れ
よ

う
と
し
な
か
っ
た
娘

だ
っ
た
の
で
す
が
、

成
長
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
始
ま
っ

た
人
形
劇
で
も
、
ほ

か
の
園
児
た
ち
と

「
オ
オ
カ
ミ
が
き
た

よ
〜
早
く
逃
げ
て

〜
」
と
元
気
に
叫
ぶ

娘
の
声
が
聞
こ
え
て

き
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
そ
し
て
、
久
し
ぶ
り
に
私
も
童
心
に
返
り
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
幼
稚
園
で
の

行
事
や
毎
日
の
園
生
活
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を

た
く
さ
ん
し
て
、
心
の
豊
か
な
人
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
親
の
私
も
日
々
の
生
活
の
中
で
、
娘
の
心

が
育
つ
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
力
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
親
子
で

感
動
を
分
か
ち
合
っ
た
り
、
共
感
し
な
が
ら
娘
と
い

っ
し
ょ
に
成
長
し
て
い
け
た
ら
な
と
思
い
ま
し
た
。

子
ど
も
と
一
緒
に
成
長
し
た
い

山
鹿
幼
稚
園
1
43
‐
１
１
５
４

保
護
者
　
星
子
　
真
理

▲オオカミがきたよ～！逃げて～

今月の主役
山鹿子育て支援センター　

赤ちゃんが生まれてくると、きつくて大変なことがたくさ
んありますよね。だけど、ひとりで頑張りすぎないで時には
甘えてみませんか？できることなら、妊娠中からなんでも相
談でき、信頼できる人を見つけておけば…。
「きつい」「助けて」と言うのは大切なこと。「～しなくて
はいけない」ではなく、自分の感覚を大切にしながら、子ど
もとの暮らしを楽しんでいけたら最高。
そんなあなたを、支えてくれる地域の人や子育て支援セン
ターがあることを忘れないでZ

ひとりで頑張りすぎないで

子どもたちの託児
に協力して

くださった、地域
子ども見守

り隊員・高校生ボ
ランティア

の皆さん方。
遊んでくれてありがとう！

病後児保育室「「ああすすななろろ」」を
利用しませんか？

「あすなろ」は、病気の回復期にある子どもを
一時的にお預かりして、保護者も子どもも安心し
て過ごせるように、子育てを応援します。
対象になる子どもは、おおむね１歳から小学３
年生までです。

…病後児保育室「あすなろ」
1 ４３－１２８１

子育て支援センターとつどいの広場は、主とし
て就学前の親子が自由に遊び、交流できる場です。
開設時間内ならいつでも利用できます。
近くの広場に遊びに来てみませんか？

それぞれの広場では、相談も受け付けています。

月曜～金曜　午前９時～午後５時

電話でも気軽にどうぞ。
秘密は守ります。

ごご利利用用案案内内

山鹿子育て支援センター

鹿北子育て支援センター

菊鹿子育て支援センター

鹿本子育て支援センター

鹿央子育て支援センター

つどいの

広場

ぽかぽか

おさか童夢

43‐1270

32‐3194

48‐2107

46‐2635

36‐2150

広　場　名 電話番号

43-1155

問合せ

１月４日に子育て支援課において「ぞうり贈呈式」
が行われました。これは、日頃から子育て支援のボ
ランティアやファミリー・サポート・センターの協
力会員さんととして活動されている古家隆弘さん、
征子さんご夫妻（鹿校通り）が、趣味で作られてい
る布ぞうりを、山鹿市で生まれた子どもたちへプレ
ゼントしたいとの思いから実現したものです。
以前は１歳の誕生日にわらぞうりを履かせてて、
餅を背負わせ健康を祈ったという行事にちなみ贈ら
れたものです。

このぞうりは、市が行ってい
るブックスタート（３～４ヶ月
児健診に絵本をプレゼントして
絵本を通して親子のふれあいを
進める事業）の際、古家さんの
思いを添えて、山鹿市の子ども
たちへプレゼントされます。

ぞぞううりり贈贈呈呈式式
～山鹿の子どもたちの健やかな成長を願って～

１月４日　子育て支援課

▲

古
家
さ
ん
ご
夫
妻
の
手
か
ら

子
育
て
支
援
課
へ
贈
ら
れ
ま
し
た
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このコーナーでは、みなさんか
らの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしか
ったこと、知ってもらいたいこ
と、イラスト、写真など、文章
の長短、ジャンルは問いません。
お待ちしています！

■投稿上の注意
・投稿は、郵送または持参でお
願いします。
・住所・氏名・年齢の記入をお
忘れなく。（匿名希望、ペンネ
ーム使用の場合でも）
・絵や写真などには、ひとこと
コメントをお願いします。
・毎月10日までにお願いします。
■送付先（持参もOKです）
〒861-0592 山鹿市役所秘書課
広報やまが「読者の広場」まで

小学校・中学校の話題をお届け！

学学 問問訪訪校校

※クラブ員の声を通して各クラブの魅力を紹介します

今月は、昨年取材で行ったグラブで、広報に載せきれ
なかったスナップを掲載しました。
今年もどんどん紹介しますので、よろしくお願いしま
す。
総合スポーツクラブについてご意見やお問い合せがあ
りましたら、社会体育課までお気軽にご連絡ください。

童謡と民話の広見小

高
校
生
の
孫
を
み
て

池
田
忠
行
　
さ
ん

（
山
鹿
市
鹿
北
町
四
丁
）

陸
上
・
サ
ッ
カ
ー
で
頑
張
っ
て
い
た

孫
が
、
高
校
に
入
学
し
て
、
野
球
部
で

ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
陸
上
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
驚
き
で
し
た
。

試
合
で
は
、
ヒ
ッ
ト
を
打
っ
た
そ
う
で

す
。
私
は
、
試
合
は
ま
だ
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。

野
球
部
か
ら
駅
伝
の
選
手
に
ス
カ
ウ

ト
さ
れ
、
高
校
駅
伝
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
、
大
会
前
に
は
自
分
で
朝

練
を
30
分
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
や
る

気
満
々
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
日

野
球
の
試
合
と
い
っ
し
ょ
に
な
り
、
自

分
の
持
ち
区
間
を
走
れ
ず
、
残
念
で
し

た
。私

も
応
援
に
行
く
よ
う
に
話
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
ス
タ
ン
ド
（
Ｋ
Ｋ
ウ

ィ
ン
グ
）
か
ら
応
援
す
る
ぞ
決
め
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ア
ン
カ
ー
を
走
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
Ｋ
Ｋ

投
稿

今月はスナップで紹介

▲試合さながらのハンドボール

HPアドレス
http://www.yamaga-sports.com

広見小学校

山鹿市熊入町416総合体育館内
1４３‐００９３

投
稿

ウ
ィ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
一
周
の
力
走
ぶ
り

を
見
る
こ
と
な
く
終
わ
り
ま
し
た
。
ま

た
の
機
会
を
楽
し
み
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

野
球
部
か
ら
駅
伝
の
選
手
に
ス
カ
ウ

ト
さ
れ
、
10
キ
ロ
も
走
っ
た
よ
う
で
す

が
、「
き
つ
く
は
な
い
」
と
本
人
の
話

に
を
聞
き
ま
し
た
。

野
球
は
、
私
も
子
ど
も
の
頃
か
ら
先

輩
と
よ
く
し
て
い
ま
し
た
。
夏
は
、
パ

ン
ツ
１
枚
で
素
足
で
し
た
。
ボ
ー
ル
は

布
を
丸
め
た
も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。先

日
、
タ
ン
ス
の
中
か
ら
、
硬
式
用

の
ミ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
が
出
て
き
ま
し
た
。

若
い
時
は
、
よ
く
こ
れ
で
遊
び
ま
し
た
。

試
合
に
も
行
き
ま
し
た
。
私
は
、
キ
ャ

ッ
チ
ャ
ー
専
門
で
し
た
。
三
千
円
で
買

っ
て
も
ら
っ
た
ミ
ッ
ト
で
よ
く
頑
張
り

ま
し
た
。

野
球
で
の
思
い
出
は
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。

Ｎ
さ
ん
の
山
小
で
の
二
本
の
ホ
ー
ム

息
子
の
仕
事
の
重
要
性
を
痛
感

松
本
　
昭
光
さ
ん

せ
つ
み
さ
ん

（
山
鹿
市
鹿
央
町
）

今
回
、
自
衛
隊
父
兄
会
活
動
の
一
環

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
部
隊
研
修
に
主

人
と
参
加
し
た
。

山
鹿
市
、
植
木
町
の
保
護
者
な
ど
93

名
が
、
３
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
て
12
月

３
日
〜
４
日
南
九
州
の
自
衛
隊
基
地
を

見
学
し
た
。

３
日
は
、
宮
崎
県
の
航
空
自
衛
隊
新

広見小学校は、102名の元気な子どもが育つ学校
です。
校訓「やさしく　かしこく　たくましく」のもと、
《おらが学校　通わせたい学校》をめざして、地域
が一体となり、着実な歩みをしている学校でもあり
ます。
朝から、昔懐かしい童謡が聞こえる各教室。童謡
は、季節ごとの自然や風景、子どもたちの生活等が
うまく表してあり心が安らぎます。10月には、山鹿
市の童謡を歌う会のみなさんと子どもたちがふれあ
うことができました。体育館いっぱいにすばらしい
歌声がこだまして、心温まるひとときでした。

また、山鹿市には、昔から言い伝えや受け継がれて
きた民話がたくさんあります。学年に応じて、民話を
聞いたり話したりする活動を行っています。学年に応
じて、民話の聞き取りをし、自分たちで劇や紙芝居等
に表し、ふるさとの良さや歴史を学んでいます。
本校区には、「マザーグース」というすばらしい読
み聞かせグループがあります。月に２回の読み聞かせ
の他にも、読書週間や季節に合わせていろいろな活動
をしていただき、子どもたちが本に親しんでいます。
みなさんも、この広見小学校にぜひおいでください。
心からお待ちしています。

▲山鹿市童謡を歌う会のみなさんといっしょに

▲民話を生で聞きました

▲健康的にエアロビクス ▲自分に合った練習で 陸上

▲楽しさ爆発バスケットボール

▲

基
礎
か
ら
し
っ
か
り

▲夏！期間限定　水泳

ラ
ン
は
、
ラ
イ
ト
の
ク
ス
ノ
キ
の
中
へ
、

突
き
刺
さ
っ
た
と
い
っ
た
感
じ
で
し

た
。大

先
輩
の
Ｓ
さ
ん
は
、
打
て
ば
ホ
ー

ム
ラ
ン
。
当
時
の
大
道
小
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
は
、
甲
子
園
球
場
の
土
を
思
わ
せ
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
校
舎
へ
飛

ん
だ
打
球
は
、
百
メ
ー
ト
ル
以
上
は
あ

っ
た
大
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
し
た
。

私
に
と
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
大
会
は

参
加
す
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
精
神
で
し
た
。
楽
し
み
は
反
省

会
。
先
輩
の
お
ご
り
で
よ
く
飲
み
、
食

べ
ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
小
学
生
の

時
、
今
と
な
れ
ば
い
い
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。
小
学
校
・
中
学
校
で
キ
ャ
ッ

チ
ャ
ー
で
し
た
。
野
球
部
の
試
合
で
打

っ
た
ヒ
ッ
ト
は
、
一
本
だ
け
。
植
木
町

の
小
学
校
で
し
た
。
ラ
イ
ト
へ
ラ
イ
ナ

ー
で
し
た
が
、
一
・
二
塁
間
で
タ
ッ
チ

ア
ウ
ト
で
し
た
。

田
原
基
地
航
空
祭
を
訪
れ
、
ブ
ル
ー
イ

ン
パ
ル
ス
が
滑
走
路
上
空
で
縦
横
無
尽

に
繰
り
広
げ
る
曲
技
飛
行
な
ど
を
見
学

し
た
。

４
日
に
は
、
息
子
が
勤
務
し
て
い
る

海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
を
訪
問
し

た
。Ｐ

３
Ｃ
を
見
学
し
て
い
る
と
黒
い
制

服
に
身
を
包
ん
だ
息
子
が
や
っ
て
き
た
。

た
く
ま
し
く
成
長
し
元
気
に
頑
張
っ
て

い
る
様
子
に
安
堵
。
早
速
息
子
の
案
内

で
、
勤
務
場
所
を
見
学
し
た
。

管
制
塔
で
は
、
Ｐ
３
Ｃ
の
パ
イ
ロ
ッ

ト
と
着
陸
後
の
誘
導
等
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
た
だ
き
、
管
制
塔
で
の
仕
事
が

い
か
に
重
要
で
あ
る
か
が
分
か
っ
た
。

息
子
も
や
れ
る
の
か
不
安
に
な
り
「
隼

人
も
せ
な
ん
と
？
」「
し
き
っ
と
ね
？
」

と
尋
ね
た
ら
、「
勉
強
せ
な
い
か
ん
と
た

い
」
と
の
返
事
。「
職
場
の
み
な
さ
ん
の

ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
祈
る
ば
か
り
だ
。

今
回
の
研
修
を
企
画
し
、
息
子
と
の

面
会
に
ご
配
慮
い
た
だ
い
た
山
鹿
地
域

事
務
所
、
鹿
屋
航
空
基
地
の
み
な
さ
ま

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自

衛
隊
父
兄
会
会
員
と
し
て
国
の
た
め
に

努
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▲マザーグースの読み聞かせ
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２２月月

案内板案内板

おお
知知
らら
せせ

今
月
の
市
税
・
国
保
税
の
納
期

２
月
28
日
D
は
、
固
定
資
産
税
第
４
期

の
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

日
時u

２
月
26
日
B
・
27
日
C

28
日
D

午
後
８
時
ま
で

場
所u

本
庁
税
務
課
窓
口

※
市
税
・
国
保
税
は
、
納
期
限
を
過
ぎ

る
と
年
利
一
四
・
六
％
の
延
滞
金
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

…
税
務
課

1
43
‐
１
１
４
４

問
合
せ

夜
間
収
納
と
納
税
相
談
窓
口

【
戦
没
者
等
遺
族
特
別
弔
慰
金
】

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
ま
だ
の
方
は
お
早
め
に

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間u

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

対
象
者u

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺

族
（
平
成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給
者

が
い
な
い
場
合
の
方
）

給
付
額
と
方
法u

40
万
円
を
10
年
償
還
の
記
名
国
債
で
支

給【戦
傷
病
者
の
妻
へ
の
特
別
給
付
金
】

受
付
期
間u

平
成
21
年
９
月
30
日
ま
で

対
象
者u

q
平
成
18
年
５
月
に
国
庫
債
権
の
最
終

償
還
を
迎
え
た
「
第
18
回
戦
傷
病
者
の

妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
」
ま
た
は

「
第
20
回
戦
傷
病
者
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
」
の
受
給
権
を
有
し
て
い
た

方※
平
成
15
年
４
月
１
日
以
降
に
戦
傷
病

者
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
対
象
外

w
平
成
13
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年
４

月
１
日
の
間
に
新
た
に
戦
傷
病
者
の
妻

と
な
ら
れ
た
方

…
福
祉
課
　
1
43
‐
１
１
６
７

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

鹿
北
1
32
‐
３
１
１
１

菊
鹿
1
48
‐
３
１
１
１

鹿
本
1
46
‐
３
１
１
２

鹿
央
1
36
‐
３
１
１
４

戦
没
者
等
の
遺
族
お
よ
び
戦

傷
病
者
の
妻
の
方
へ

問
合
せ

皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
て
、
下

水
の
排
水
管
や
桝
の
調
査
・
点
検
と

称
し
、『
宅
内
桝
や
排
水
管
の
修
繕
・

清
掃
・
消
毒
』
を
迫
っ
た
り
強
引
に

行
う
業
者
が
お
り
ま
す
。

山
鹿
市
で
は
、
個
人
の
宅
内
排
水

管
な
ど
の
点
検
・
修
繕
を
業
者
に
依

頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
も
し
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
前
も
っ

て
連
絡
し
て
か
ら
伺
い
ま
す
。）

※
不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
は

・
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る

な
ど
、
身
分
の
確
認
を
す
る
。

・
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
し
な
い
。

・
下
水
道
課
に
問
い
合
わ
せ
る
。

…
下
水
道
課

1
43
‐
１
１
９
８

問
合
せ

宅
地
内
の
下
水
の
点
検
・
清
掃

な
ど
に
訪
れ
る
不
審
な
業
者
に

ご
注
意
を
！

平
成
19
年
度

の
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
が
３
月

よ
り
加
入
受
付

開
始
。

万
一
の
ケ
ガ

に
備
え
て
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

加
入
要
件u

５
人
以
上
の
団
体

主
な
団
体
例u

・
子
ど
も
の
団
体
（
Ａ
・
AW
）

・
大
人
の
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
　

域
活
動
団
体
（
Ａ
）

・
高
齢
者
の
団
体
（
Ｂ
）

・
大
人
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
（
Ｃ
）

…
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

1
096
‐
213
‐
９
０
１
５

1
096
‐
388
‐
１
５
８
１

問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

し
ま
し
ょ
う

「
広
報
や
ま
が
」
に
広
告

を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
と

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
毎
月
１
日
号
（
広
報
や
ま

が
）
の
案
内
板
に
有
料
広
告
の
掲

載
を
始
め
ま
す
。

掲
載
内
容u

市
民
生
活
に
関
連
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
も
の

q
政
治
・
宗
教
活
動
、
意
見
広
告

お
よ
び
個
人
の
宣
伝
に
係
る
も
の

w
風
俗
営
業
お
よ
び
こ
れ
に
類
す

る
も
の

e
通
信
販
売
お
よ
び
訪
問
販
売
に

類
す
る
も
の

r
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

t
そ
の
他
広
告
と
し
て
適
当
で
な

い
と
市
長
が
認
め
る
も
の

掲
載
枠u

１
枠
　
縦
49
mm
×
横
177
mm

（
こ
の
枠
と
同
じ
で
す
）

※
１
号
の
毎
号
案
内
板
の
最
下
段

申
込
方
法u

広
報
係
備
え
付
け
の
広

告
掲
載
申
込
書
に
広
告

の
原
稿
を
添
え
て
提
出

提
出
期
限u

掲
載
希
望
号
の
一
か
月
前

※
市
の
審
査
後
、
掲
載
の
適
否
を

通
知

掲
載
料u

１
５
、
０
０
０
円

（
１
枠
１
回
）

…
秘
書
課
広
聴
広
報
係

1
43
‐
１
１
１
２

申
込
・
問
合
せ

募募
　　
集集

市
奨
学
金
制
度

木
や
カ
ラ
フ
ル
な
造
花
を
使
っ
て
、

お
雛
飾
り
を
作
り
ま
す
。
掛
け
て
も
置

い
て
も
可
愛
い
飾
り
で
す
。

日
時u

２
月
11
日
_

午
前
10
時
〜
正
午

場
所u

木
遊
館
（
道
の
駅
か
ほ
く
内
）

参
加
料u

２
、
０
０
０
円

定
員u

20
人
（
先
着
順
）

…
木
遊
館1

32
‐
２
１
５
０

申
込
・
問
合
せ

「
広
報
や
ま
が
」
に
広
告

を
出
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
で
は
、
自
主
財
源
の
確
保
と

地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
毎
月
１
日
号
（
広
報
や
ま

が
）
の
案
内
板
に
有
料
広
告
の
掲

載
を
始
め
ま
す
。

掲
載
内
容u

市
民
生
活
に
関
連
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
も
の

q
政
治
・
宗
教
活
動
、
意
見
広
告

お
よ
び
個
人
の
宣
伝
に
係
る
も
の

w
風
俗
営
業
お
よ
び
こ
れ
に
類
す

る
も
の

e
通
信
販
売
お
よ
び
訪
問
販
売
に

類
す
る
も
の

r
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の

t
そ
の
他
広
告
と
し
て
適
当
で
な

い
と
市
長
が
認
め
る
も
の

掲
載
枠u

１
枠
　
縦
49
mm
×
横
177
mm

（
こ
の
枠
と
同
じ
で
す
）

※
１
号
の
毎
号
案
内
板
の
最
下
段

申
込
方
法u

広
報
係
備
え
付
け
の
広

告
掲
載
申
込
書
に
広
告

の
原
稿
を
添
え
て
提
出

提
出
期
限u

掲
載
希
望
号
の
一
か
月
前

※
市
の
審
査
後
、
掲
載
の
適
否
を

通
知

掲
載
料u

１
５
、
０
０
０
円

（
１
枠
１
回
）

…
秘
書
課
広
聴
広
報
係

1
43
‐
１
１
１
２

申
込
・
問
合
せ

市
で
は
、
平
成
19
年
度
の
臨
時
・
非

常
勤
職
員
登
録
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

登
録
さ
れ
ま
す
と
、
短
期
事
業
や
欠

員
の
補
充
等
に
よ
り
必
要
と
な
っ
た
場

合
、
担
当
課
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

年
度
の
途
中
に
連
絡
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

職
種
・
要
件u

q
一
般
事
務
補
助
（
高
卒
程
度
で
パ

ソ
コ
ン
の
ワ
ー
ド
と
エ
ク
セ
ル
の

操
作
が
で
き
る
人
）

w
宿
直
業
務
員
（
老
人
ホ
ー
ム
）

e
保
育
士
　
　
r
看
護
師

t
幼
稚
園
教
諭
　
y
保
健
師
　

u
助
産
師
　
i
栄
養
士
　
o
調
理
員

!0
介
護
調
査
お
よ
び
健
康
指
導
員
等

※
e
〜
!0
に
つ
い
て
は
要
資
格
免
許

!1
代
替
職
員
（
保
育
士
、
調
理
員
）

※
職
員
の
病
休
な
ど
に
よ
る
代
替
職

員
と
し
て
月
10
日
程
度
勤
務
で
き

る
方

願
書
受
付
期
間u

２
月
５
日
B
〜
２
月
28
日
D

（
土
日
を
除
く
午
前
８
時
半
〜
午
後

５
時
）

※
４
月
任
用
以
外
の
場
合
は
、
随
時

受
付
可
能

申
込
方
法u

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
市
役
所
職
員
課
へ
郵
送
ま

た
は
持
参

＊
採
用
に
あ
た
り
面
接
あ
り

…
職
員
課1

43
‐
１
１
１
３

申
込
・
問
合
せ

日
時u

２
月
25
日
A

午
前
９
時
開
会

場
所u

岩
原
古
墳
群
内
（
鹿
央
町
岩
原
）

参
加
資
格u

熊
本
県
子
ど
も
会
安
全
会
に
加
入

し
て
い
る
小
学
生

次
の
要
領
で
、
平
成
19
年
度
の
奨
学

金
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
資
格u

q
市
内
に
３
年
以
上
在
住
す
る
者
の
被

扶
養
者

w
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

e
学
業
成
績
が
優
秀
で
あ
る
こ
と

r
日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
も
の
か
ら
奨
学
資
金
の
貸
与

ま
た
は
給
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

貸
付
金
額u

★
高
校
お
よ
び
専
修
学
校
高
等
課
程

国
公
立
…
月
額
１
５
、
０
０
０
円

私
　
立
…
月
額
２
０
、
０
０
０
円

★
大
学
お
よ
び
専
修
学
校
専
門
課
程

国
公
立
・
私
立
大
学
法
人

…
月
額
３
０
、
０
０
０
円

返
還
方
法u

・
貸
付
終
了
後
、
半
年
間
据
え
置
き

・
貸
与
期
間
の
２
倍
以
内
の
期
間
で

返
還

受
付
期
間u

３
月
９
日
F
〜
４
月
６
日
F
ま
で

…
山
鹿
市
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
1
43
‐
１
６
３
８

申
込
・
問
合
せ

山鹿植木広域消防本部では、このほど(財)日本消防協会
が行う「女性消防隊による安全で災害に強い地域づくり推
進事業」の助成を受けて、軽搬消防ポンプ等一式を購入し、
山鹿市の身体障害者療護施設「愛隣館」婦人消防隊に配備
しました。
これは、同婦人消防隊の日頃の地域防災活動が評価され、
同協会が(財)自治総合センター「宝くじ普及広報事業」の
助成金を財源として、女性消防隊等の育成強化を図るため
行われているものです。

宝くじ助成事業で
軽可搬消防ポンプ等購入し配備★ ★

…山鹿植木広域消防本部1４３‐１１９４問合せ

購
入
配
備
さ
れ
た
軽
搬
消
防

ポ
ン
プ
等
一
式

▲

チ
ェ
ス
教
室

チ
ェ
ス
は
時
間
を
忘
れ
さ
せ
る
ゲ
ー

ム
で
す
。

日
曜
日
の
あ
い
た
時
間
を
使
っ
て
、

チ
ェ
ス
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
日
曜
日

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

場
所u

山
鹿
市
中
央
公
民
館
図
書
室

参
加
料u

無
料

※
見
学
だ
け
で
も
可
能
で
す

…
講
師
福
田
友
勝

1
080
‐
１
７
３
０
‐
２
５
２
５

問
合
せ

木
製
遊
具
を
貸
し
出
し
ま
す

く
ま
も
と
の
木
を
使
っ
た
遊
具
を
無

料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

遊
具u

ヒ
ノ
キ
の
積
み
木
・
ヒ
ノ
キ

棒
・
木
の
パ
ズ
ル
な
ど

貸
出
対
象u

・
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
で
利
用
す
る
方

・
子
育
て
支
援
、
教
育
、
保
育
な
ど
の

た
め
に
乳
幼
児
、
児
童
、
生
徒
が
集

団
で
生
活
す
る
場
で
利
用
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
方

…
県
林
業
振
興
課
県
材
利
用
推
進
室

1
096
‐
333
‐
２
４
４
８

申
込
・
問
合
せ

募
集
締
切u

２
月
14
日
D
ま
で
必
着

※
昼
食
に
豚
汁
配
付

※
雨
天
の
場
合
は
鹿
央
公
民
館
で
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

…
山
鹿
市
教
育
委
員
会

鹿
央
分
室
1
36
‐
２
１
８
３

申
込
・
問
合
せ

お
雛
飾
り
を
作
ろ
う

Ｈ
19
年
度
市
役
所
臨
時
・
非
常

勤
職
員
登
録
者
募
集

肥
後
古
代
の
森

第
14
回
双
子
塚
一
周

リ
レ
ー
大
会
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盛
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
大
津
図
書

館
を
み
ん
な
で
楽
し
く
視
察
し
ま
し
ょ

う
。
親
子
で
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

日
時u

２
月
24
日
G

午
前
９
時
集
合

午
前
10
時
〜
11
時
半
　
視
察

視
察
場
所u

大
津
図
書
館

（
乗
り
合
わ
せ
で
行
き
ま
す
）

参
加
費u

500
円
（
小
学
生
以
下
300
円
）

申
込
締
切u

２
月
20
日
C

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

…
や
ま
が
図
書
館
友
の
会

（
吉
田
）
1
43
‐
４
３
３
２

問
合
せ

大
津
図
書
館
を
見
に
行
こ
う
！

大
石
内
蔵
助
良
雄
を
は
じ
め
と
す

る
赤
穂
義
士
17
士
を
供
養
す
る
ま
つ

り
で
す
。

慰
霊
祭
の
あ
と
に
は
義
士
に
ち
な

ん
だ
講
演
や
、
討
ち
入
り
そ
ば
と
甘

酒
の
振
る
舞
い
も
あ
り
ま
す
。

日
時u

２
月
４
日
A

午
前
10
時
か

ら場
所u

日
輪
寺
（
山
鹿
市
杉
）

講
演u

『
源
五
と
其
角
　
南
部
坂
雪
の
別
れ
』

講
談
師：

若
林
鶴
雲
　
　
　
　

…
山
鹿
温
泉
観
光
協
会

1
４
３
‐
２
９
５
２

問
合
せ

義
士
ま
つ
り

日
時u

２
月
10
日
G

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会
・

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

日
時u

２
月
25
日
A

午
後
１
時
〜
３
時

場
所u

後
藤
宅
（
城
３
６
６
８
‐
35
）

参
加
費u

500
円

＊
宗
派
と
は
一
切
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

筆
記
用
具
、
メ
モ
帳
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

…
熊
本
生
と
死
を
考
え
る
会

副
会
長
　
後
藤
邦
夫

1
44
‐
７
１
８
９

問
合
せ

心
の
幸
せ
創
り
教
室

遺
族
の
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
会

催催
　　
しし

牛
深
ハ
イ
ヤ
な
ど
９
団
体
、
県
内

を
代
表
す
る
郷
土
芸
能
が
一
堂
に
会

す
る
公
演
で
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時u

２
月
18
日
A

開
場
　
午
後
零
時
30
分

開
演
　
午
後
１
時
30
分

場
所u

八
千
代
座

入
場
料u

１
、
０
０
０
円
　

…
山
鹿
灯
籠
踊
り
保
存
会

（
市
役
所
観
光
振
興
課
内
）

1
43
‐
１
５
７
９

問
合
せ

く
ま
も
と
郷
土
芸
能
in
八
千
代
座

日
時u

２
月
17
日
G

午
後
１
時
半
〜
午
後
３
時
半

場
所u

山
鹿
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容u

・
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

渕
上
綾
香
（
山
鹿
市
出
身
）

・
サ
イ
バ
ー
（
パ
ソ
コ
ン
・
携
帯
電

話
な
ど
）
犯
罪
に
つ
い
て

山
鹿
警
察
署

・
小
学
生
の
合
唱
等

山
鹿
市
内
小
学
校

…
保
護
司
会
　
富
田
栄
二

1
43
‐
３
０
０
０

問
合
せ

「
豊
か
な
心
を
育
て
る
」

鹿
本
地
区
更
生
保
護
大
会

中
央
公
民
館
で
行
っ
て
い
る
講
座
の

一
年
間
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
展
示
部
門
】

日
時u

３
月
２
日
F
〜
３
日
G

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

（
３
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所u

市
民
会
館

【
舞
台
部
門
】

日
時u

３
月
４
日
A

午
後
１
時
開
演

場
所u

市
民
会
館

…
中
央
公
民
館1

43
‐
１
１
０
１

社
会
保
険
出
張
相
談

社
会
保
険
事
務

所
の
専
門
官
が
相

談
を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年

金
証
書
な
ど
基
礎

年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

日
時u

２
月
14
日

D
・
28
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

場
所u

市
役
所
本
庁
１
階
会
議
室

…
国
保
年
金
課1

43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

消
費
生
活
相
談

相
談
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時u

２
月
８
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
振
興
課1

43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

相相
　　
談談

相
続
登
記
は
お
す
み
で
す
か
？

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅
く
守
ら

れ
ま
す
。

・
不
動
産
相
続
や
遺
言
に
関
す
る
こ
と

・
そ
の
他
登
記
関
係
等
に
関
す
る
こ
と

な
ど
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
山
鹿
会
場
】

日
時u

２
月
６
日
C

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所u

山
鹿
市
中
央
公
民
館

【
菊
池
会
場
】

日
時u

２
月
７
日
D

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所u

菊
池
市
中
央
公
民
館

（
菊
池
市
隈
府
865
）

…
熊
本
県
司
法
書
士
会

山
鹿
支
部
長
　
松
本
秀
隆

1
43
‐
２
５
４
５

問
合
せ

無
料
相
談
所
開
設

市外在住者向けに広報紙の年間購読の申込を受け付け
ます。親戚や知人で読みたい人がいる場合などにご利
用ください。
年間購読料u2,000円（Ｈ19年４月～Ｈ20年３月まで）
申込方法u広聴広報係までご連絡ください
申込期間u３月末まで（郵便振込）

…秘書課広聴広報係
1４３‐１１１２

広報やまが　市外年間購読★ ★

問合せ

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

家
庭
や
児
童
に
つ
い
て
の
相
談

…
福
祉
課

1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

家
庭
児
童
相
談
・
婦
人
相
談

※
w
子
ど
も
生
活
相
談
は
す
べ
て
の
地

区
に
お
い
て
要
予
約
で
す
。

※
e
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す

【
山
鹿
】

q
一
般
相
談u

２
月
２
日
F

w
子
ど
も
生
活
相
談u

２
月
９
日
F

e
法
律
相
談u

２
月
16
日
F
要
予
約

q
と
w

午
前
９
時
〜
正
午

e

午
前
10
時
〜
正
午
　
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
43
‐
１
１
３
４

心
配
ご
と
相
談

【
鹿
北
】

q
一
般
相
談u

２
月
１
日
E

w
子
ど
も
生
活
相
談u

２
月
８
日
E

e
警
察
相
談u

２
月
15
日
E
要
予
約

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

q
一
般
相
談u

２
月
７
日
D

w
子
ど
も
生
活
相
談u

２
月
14
日
D

e
心
の
悩
み
相
談u

２
月
21
日
D

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館
　
　
　

1
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

q
一
般
相
談u

２
月
６
日
C

w
子
ど
も
生
活
相
談u

２
月
13
日
C

e
司
法
相
談u

２
月
20
日
C

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

q
一
般
相
談u

２
月
５
日
B

w
子
ど
も
生
活
相
談u

２
月
19
日
B

e
消
費
生
活
相
談u

２
月
26
日
B

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　
　

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

日
時u

２
月
25
日
A

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

入
退
場
自
由

場
所u

一
番
館
ホ
ー
ル

（
熊
本
市
桜
町
１
ー
25
）

対
象u

一
般
お
よ
び
高
校
生

説
明
会
内
容u

・
大
学
ご
と
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

直
接
相
談

・
取
得
で
き
る
教
員
免
許
、
資
格

な
ど
の
小
冊
子
の
配
布

説
明
会
参
加
料u

無
料

参
加
校u大

学
20
校
・
大
学
院
５
校

短
期
大
学
６
校

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

…(

財)

私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

1
03
‐
３
８
１
８
‐
３
８
７
０

http://w
w
w
.uce.or.jp

問
合
せ

大
学
通
信
教
育
春
期
合
同
入
学
説
明

会
開
催
に
つ
い
て

幼
児
ワ
ー
ク
by
遊
便
局

幼
児
の
親
子
で
、
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
遊
び
ま
す
。

日
時u

２
月
４
日
A

午
前
10
時
　
受
付

午
前
10
時
半
〜
午
前
11
時
半

場
所u

山
鹿
市
中
央
公
民
館
２
Ｆ
和
室

参
加
料u

無
料

定
員u

幼
児
親
子
20
組

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す

…
山
鹿
子
ど
も
劇
場

1
44
‐
６
３
７
５

申
込
・
問
合
せ

市
内
主
要
観
光
地
を
バ
ス
で
巡
る
市

民
向
け
の
ツ
ア
ー
で
す
。

山
鹿
に
訪
れ
た
人
を
温
か
く
お
も
て

な
し
で
き
る
よ
う
に
、
も
っ
と
わ
が
町

の
魅
力
を
探
訪
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時uq

２
月
22
日
E

山
鹿
市
内
コ
ー
ス

（
八
千
代
座
・
博
物
館
な
ど
）

午
後
１
時
〜
午
後
５
時
半

w
２
月
23
日
F
鹿
本
・
菊
鹿
コ
ー
ス

（
鞠
智
城
・
水
辺
プ
ラ
ザ
か

も
と
な
ど
）

午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半

e
２
月
24
日
G
鹿
央
・
鹿
北
コ
ー
ス

（
康
平
寺
・
小
栗
郷
な
ど
）

午
前
９
時
半
〜
午
後
３
時
半

参
加
費u

ひ
と
り
　
１
、
５
０
０
円

（
施
設
入
場
料
等
）

定
員u

各
コ
ー
ス
30
人

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

…
観
光
振
興
課

1
43
‐
１
５
７
９

申
込
・
問
合
せ

問
合
せ

『
や
ま
が
探
訪
ツ
ア
ー
』

わ
が
町
の
魅
力
を
知
ろ
う
！

中
央
公
民
館
生
涯
学
習
市
民
の
集
い
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k第24回かもと教美展
鹿本郡市小中学校の美術教育に縁あった者と現職者有
志による作品展
期間u２月11日A～27日Cまで
旧来民郵便局（ゆ～くんち） 山鹿市鹿本町来民
1４２‐９０２２（水曜休館）時間u９：00～17：00
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入札結果の報告（12月分）

工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

12/5
12/5
12/5
12/5
12/5
12/5
12/5
12/5
12/5
12/5
12/19
12/19
12/19
12/19
12/19
12/19
12/26
12/26
12/26

栗林東部線道路整備工事
星原線側溝布設工事
平成18年度馬見塚配水管布設工事
平成18年度馬見塚１老朽管更新工事
平成18年度弁天交差点改良に伴う配水管布設工事（１工区）
平成18年度弁天交差点改良に伴う配水管布設工事（２工区）
平成18年度高橋地区汚水管渠築造工事（８号）
平成18年度高橋地区汚水管渠築造工事（９号）
開山線林道施設災害復旧工事
災補道第663号開山村中４号線災害復旧工事
平成18年度中村水源地自家発電機製作工事
御宇田・山鹿線（１工区）道路改良工事その２
菊鹿運動広場照明設備改修工事
志々岐地区農業用排水路改修工事（単県農業農村整備事業）
小群地区福出ため池改修工事（単県農業農村整備事業）
下吉田地区農業用排水路改修工事（単県農業農村整備事業）
水辺プラザハイブリッド街路灯改修工事
平成18年度古閑雨水整備工事（２号）
平成18年度御宇田地区汚水管渠築造工事（２号）

山鹿市中地内
山鹿市鹿北町椎持地内
山鹿市方保田地内
山鹿市方保田地内
山鹿市鹿北町岩野地内
山鹿市鹿北町岩野地内
山鹿市鹿本町高橋地内
山鹿市鹿本町高橋地内
山鹿市鹿北町椎持地内
山鹿市鹿北町椎持地内
山鹿市中地内
山鹿市鹿本町御宇田地内
山鹿市菊鹿町下内田地内
山鹿市志々岐地内
山鹿市小群地内
山鹿市下吉田地内
山鹿市鹿本町梶屋地内
山鹿市古閑地内
山鹿市鹿本町御宇田地内

2とみた工業
荒川建設1

1九電工山鹿営業所
2泰明設備
2八代設備
2岩野石油
2牛島工務店
2上村建設工業
1古城建設
1小川建設
1明電舎九州支店
杉本土木
2矢野電設
2竹下建設
三真建設2山鹿支店
2阿蘇品組
塚本電気設備
2阿蘇品組
サクライ美装

9,240,000
12,180,000
7,381,500
5,733,000
7,812,000
8,820,000
14,070,000
14,017,500
7,308,000
26,460,000
17,535,000
20,265,000
5,197,500
9,240,000
6,720,000
5,785,500
5,040,000
13,965,000
10,080,000

※落札価格500万円以上を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室　143ｰ1118

入札日

問合せ

２月
開催日 行　事　名 時間 料金

夜間

午後

夜間
夜間
夜間
夜間
－
日中
夜間
夜間
午後
夜間
夜間

有料

無料

有料
関係者
有料
有料
－
関係者
有料
有料
有料
有料
有料

２日F

３日G

５日B

９日F

10日G

14日D

16日F

17日G

18日A

23日F

24日G

山鹿風情物語e20：30～
「ダメ。ゼッタイ。」地域対話集会

in八千代座
山鹿風情物語r20：30～
狂言教室
山鹿風情物語t20：30～
山鹿風情物語y20：30～
休館日
ダスキン熊本県大会
山鹿風情物語u20：30～
山鹿風情物語i20：30～
くまもと郷土芸能in八千代座
山鹿風情物語o20：30～
山鹿風情物語!020：30～

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

４日A

11日_

12日_

18日A

25日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時
２
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

＊都合により変更になる場合があります（鹿本郡市医師会）

平井藤岡医院／佐藤クリニック／幸村医院
大橋通クリニック／中川医院
横手医院／まえはら泌尿器科クリニック
井上小児科医院
山鹿温泉リハビリテーション病院
桑木内科／きくか松岡クリニック

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k鹿央町公民館講座絵画教室展
講師　多田隈亮典先生
水彩画を中心に静物や風景など会員８名18点を展示　
期間u２月１日E～14日D

（14日最終日は15：00まで）
k手島徳恵布絵展
身近にある布を使いおもいおもいの風景や花や植物な
どを展示　
期間u２月15日E～28日D

（28日最終日は15：00まで）

kひな祭りとさげもの展
陶器や古布で作った創作おひな様とさげものなど展示
期間u２月１日E～３月６日C

Taverna蔓薔薇（日吉町） 1４３‐８９２０
時間u10：00～18：00（水曜定休・第２火曜日）

1
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赤赤ちちゃゃんん とと みみんんなな のの 健健康康情情報報ご注意を
赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください

 

 

赤赤ちちゃゃんん大大募募集集！！

松林　里奈
り な

さん
（H16.３.15生れ）
山鹿（山鹿）

Qパパ＆ママからの一言
４月から幼稚園ですね。
いっぱいお友達が出来る
といいね。Qパパ＆ママから一言

仲良く元気に育ってね！

西島　颯人
はやと

さん（左）
（H15.２.10生れ）

明莉
あかり

さん（右）
（H18.８.８生れ）

来民（鹿本）

Qわたしから一言
私、美人になるわよ！

森山　玲那
れいな

さん
（H17.８.６生れ）

中川（鹿本）

問合せVol.23
幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

もう、みなさまにおなじみとなった「ゆ～かむ」ですが、
実際どのような施設があるのか・・・まだ体験されたこと
がない方のために、今回施設の中身をご紹介！
【トレーニングルーム】
エアロバイク・ランニングマシンなどの有酸素マシンや
全身の筋肉をバランスよく鍛えるウェイトマシン・ダンベ
ルなど充実！常時専門のスタッフを配置し、機械の扱い方、
運動に関しての質問、個人の目的に合ったトレーニングを
アドバイスします。初めての方でも安心!!
【プールエリア】
25Ｍの４コースでウォーキング・スイミング・フリーの
各コースに分かれています。ダイエットにもってこいです
よ。自分のペースで運動できるので無理せずできます。流
水や水泳などは教室も開催していますのでじゃんじゃんチ
ャレンジしてください。

プールエリアには、水着を着たまま入れるサウナ・気泡
浴・圧注浴・寝湯・打たせ湯もあります。
【温泉】
森林の香り漂うヒノキ風呂と天然石でできた岩風呂、も
ちろん露天風呂もあります。

トレーニングやプールで筋肉を鍛えた後、最後のシメで
温泉に浸って身も心もリラックス。汗を流して帰宅する。
ぜひ、今年の初めとしてやってみませんか。
《参考》
温泉・トレーニングルーム　大人300円　子ども200円
温泉・プール　　　　　　　大人500円　子ども300円
※子どものトレーニングルーム使用は不可
※子ども＝3～15歳で3歳未満は無料
※さまざまな教室も開催中！

おまかせください　ゆ～かむに！
トレーニング・プール・温泉

トータルスポーツ施設で自分流の健康を！！

お問い合わせは、各総合支所の保健師まで
山　鹿　1４３‐００５０　鹿　北　1３２‐３１１１　菊　鹿　1４８‐３１１１　鹿　本　1４６‐３１１２
鹿　央　1３６‐３１１４

２月１日～７日は「「生生活活習習慣慣病病予予防防週週間間」」です

日本人の3大死因は、がん・心臓病・脳卒中。心臓病と脳卒
中は「循環器病」と呼ばれており、引き起こす主因はとも
に「動脈硬化」です。最近、動脈硬化の危険因子として、
『メタボリックシンドローム』という言葉が登場しました。
☆メタボリックシンドロームとは？
内臓脂肪による肥満の人が、「糖尿病」「高血圧」「高脂血
症」といった生活習慣病になる危険因子を併せもってい
る状態のことです。これらの危険因子は、それぞれ一つ
だけで動脈硬化を招きますが、複数重なることによって
互いに影響しあい、動脈硬化を飛躍的に進行させてしま
います。
☆あなたはメタボリックシンドローム？
メタボリックシンドロームかどうか知るためには4つの危
険因子をチェックします。そのうち、肥満は必須項目で
す。それ以外に2つ以上当てはまることが診断の基準です。

麻麻ししんんとと風風ししんんのの予予防防接接種種はお済みですか？

平成18年の４月から麻しんと風しんの予防接種が２回と
なりました。２回目は年長児が対象です。まだ、お済みで
ない場合は、早めに接種されることをお勧めします。

※過去に麻しん・風しんのどちらか一方にかかった場合は
かかっていないワクチンのみ接種できます。ただし、過　
去に麻しん・風しん共にかかったことがある方は接種す
る必要はありません。
※詳しい接種方法については、お住まいの地域の保健師ま
で相談下さい。

肥満（おへその高さの腹囲を測る）
男性：85cm 女性：90cm

『高脂血症』（中性脂肪とＨＤＬコレステロールの値をみる）
中性脂肪：150m/dl以上、またはHDL：40m/dl未満

『高血圧』（通常より低めの値を目安にする）
最高血圧：130aHg以上または最低血圧：85aHg以上

『糖尿病』（境界型から注意が必要）
空腹時血糖値：110m/dl以上

次のうち、２つ以上当てはまる項目がある

☆メタボリックシンドロームを改善するには・・・
メタボリックシンドロームになる元をつくらない、
すなわち内臓脂肪を減らす生活をすることです。
基本は「過栄養」と「運動不足」といった生活習慣全般
の見直しからはじめましょう！

※山鹿市では、H19年度の健診の申し込みを２月下旬から
開始します。地区の嘱託員（区長）または小組合長を通
して「希望調査票」が19歳以上の全世帯に配布されます。
必ず必要事項を記入してお返しください。
年に1度は健診を受診して、自分の健康状態を知って生活
習慣を見直す機会として活用してください。

健健診診のの申申込込を開始します！

日時u２月５日B 山鹿・菊鹿
日時 ２月19日B 山鹿・鹿本

２月26日B 山鹿・鹿央
13：30～15：00まで受付
山鹿のみ、13：20受付・13：30開始

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
鹿 北→鹿北総合支所
菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」

場所u鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
場所u鹿　央→鹿央総合支所

母子健康手帳交付乳幼児健診

集団予防接種

k山鹿健康福祉センター
＊３～４か月児健診（18年10月生）
日時u２月20日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊７～８か月児健診（18年６月生）
日時u２月27日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央
＊１歳６か月児健診（17年６月生）
日時と対象u
２月６日C 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
２月15日E 山鹿q（山鹿・大道校区）
いずれも、13：30～14：00受付

＊３歳児健診（15年10月生）
日時と対象u
２月16日F 山鹿q（山鹿・大道校区）
２月23日F 山鹿w（米田・川辺・八幡・平小城・

三岳・三玉校区）、鹿北、鹿央
いずれも、13：30～14：00受付

k鹿本生涯学習・健康センターひだまり
＊乳児健診（18年6月・18年10月生）
日時u２月13日C 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿
＊１歳６か月児健診（17年６月・７月生）
日時u２月22日E 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿

日時u２月５日B…菊鹿、19日B…鹿本、26日B…鹿央
いずれも、９：30～11：00まで受付

場所u菊鹿、鹿本→母子健康手帳交付と同じ
鹿央→鹿央多目的研修センター

kＢＣＧ（生後３～６か月児未満）
日時u２月14日D 13：45～14：30受付、診察14：00から
場所u鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」

育児相談

日時u２月１日E
９：00～９：30まで受付

場所u菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
対象u平成18年９月生まれ

離乳食教室
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k訂正とお詫び
１月１日号「およろこび」で掲載した白田雅哉さんQ
木庭夕紀さんのお名前は、白田雅哉さんQ木庭友紀さ
んの誤りでした。訂正してお詫びします。

※12月中の届出受付分を掲載しています

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆およろこび◆
山　鹿
山　鹿 吉田　邦広さんQ松本　幸子さん
米　田　角田　　淳さんQ靫山はじめさん
大　道 松島　幸喜さんQ内野　弘美さん

濱田　晃和さん Q木田菜美子さん
鹿　北
岩　野　岩橋 清さんQ府内恵理香さん
菊　鹿
内　田 栗原　正紀さんQ中田　美穂さん
六　郷　有働　義友さんQ船津　孝子さん

正内　　隆さんQ丸山　紀子さん
城　北　恩智　敏夫さんQ梁　　直子さん
鹿 本
来　民 松山　智寛さんQ久冨　理恵さん

森本　洋春さんQ上妻　京子さん
稲　田 古荘　博幸さんQ古荘　幸代さん
中　富　石田　正博さんQ酒井　美和さん
鹿　央
山　内　前田　礼治さんQ闍木　久美さん

◆うぶごえ◆
山　鹿
山　鹿 横山　日菜さん 佐藤　皓紀さん

杉原　璃美さん 千歳　乃愛さん
西村　虹輝さん　田中　俊哉さん
片山　詩麻さん

八　幡 小川　翔清さん 山下　秀喜さん
山科　　葵さん

三　岳 原　　優季さん
三　玉 鐡海　栞菜さん　
大　道 牛島　帆南さん　村上颯汰朗さん

赤星美莉亜さん　宮原　結愛さん
宮原　愛心さん　上田　尚旺さん
森　ゆりかさん　顴永歩乃花さん

鹿　北
岩　野　横田　愛理さん　河内　驢雅さん

菊　鹿
六　郷 若井　詩音さん　井上つぼみさん

鹿　本
来　民 大久保圭太さん　藤吉　将也さん

牛島　聖空さん

中　富 久富　海聖さん　
鹿　央
千　田　闍森　奏杜さん　宮口　陽向さん
米野岳　木原　琉聖さん　　

12月
◆おくやみ◆

山　鹿

山　鹿　齋藤タツ子さん(78) 浦田儀一郎さん(88)
上田　國男さん(75) 池田規矩雄さん(69)
闍森ミサヲさん(88) 顴永　行雄さん(89)
山下富次郎さん(73) 山田　秀雄さん(71)

米　田　守瀬　富代さん(83) 星子　謙生さん(90)
竹下　君子さん(74) 角田　重光さん(71)
有働　　勇さん(91)

八　幡 顴永　清一さん(73) 酒井　孝精さん(70)
山浦 正春さん(87) 石貫　　亨さん(83)

平小城　山下　　茂さん(92) 落合　一廣さん(54)
三　岳　中島　明文さん(70) 有働　欣一さん(81)

上妻セイコさん(81)
鹿　北
岳　間　松永　鉄雄さん(51)
岩　野　田島真由美さん(43) 井上　尚光さん(71)

内田トシエさん(84)    
広　見 古川　　錬さん(62) 渡邊　　清さん(87) 

中島　藤男さん(79)
菊　鹿
内　田　顴永加代子さん(46) 村上ミツヨさん(82)

平田　金次さん(87) 
六　郷 有働　昭晴さん(60)
城　北 川上　典昭さん(78) 山口　壽盛さん(75)  
鹿　本

来　民 近藤　逸美さん(82) 森山　辰男さん(86)
稲　田 富田タマヲさん(86)
中　富 小原イツコさん(84)
鹿　央
千　田　榮　　令子さん(90)

献献血血にご協力ください
場所と日時u
q山鹿市役所
２月21日d ９：30～11：30

12：30～15：30
w鹿本町生涯学習健康センター
「ひだまり」
２月22日E ９：30～11：30

12：30～15：30   

三　玉　木庭　定　さん(80)　池田　昭雄さん(88)
大　道    加藤　愛子さん(87)　服部　絹子さん(72)
　　　　池　　雅俊さん(58)　芋生　義幸さん(79)

稲　田　　山　源規さん




